
平成２３年度

博士課程教育リーディングプログラム プログラムの概要 [採択時公表]

わしだ　きよかず

ひがしじま　きよし

ひらさわ　やすまさ

） ） ） ※ 複合領域型は太枠に主要な分科を記入

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入（③

（③（②

総合領域分野全分科、複合新領域分野全分科、人文学分野全分科、社会科学分野全分科、
数物系科学分野全分科、化学分野全分科、工学分野全分科、生物学分野全分科、
農学分野全分科、医歯薬学分野全分科

７．

Cross-Boundary Innovation Program

プログラム名称 超域イノベーション博士課程プログラム

機関名 大阪大学 機関番号 14401

東島　清 ・副学長（教育担当）　（平成23年8月26日就任予定）

（学長） 氏名・職名

１． 全体責任者    　（ふりがな）

鷲田　清一 ・ 学長

氏名・職名

２． プログラム責任者    　（ふりがな）

Ａ ＜オールラウンド型＞

コーディネーター

４．

３．

平沢　安政 ・ 教授（人間科学研究科人間科学専攻）氏名・職名

申請類型

主要分科

（① （②

６．
授与する博士学
位分野・名称

専攻分野：文学、人間科学、法学、経済学、応用経済学、経営学、理学、医学、
看護学、保健学、歯学、薬学、臨床薬学、工学、言語文化学、
日本語・日本文化、国際公共政策、情報科学、生命機能学、学術

付記する名称：超域イノベーション博士課程プログラム

プログラム

５． 英語名称

副題

   　（ふりがな）

） ） ） ※ ｵﾝﾘｰﾜﾝ型は太枠に主要な細目を記入（③

連合大学院として参画または構想する場合の共同実施機関名

パナソニック株式会社、ダイキン工業株式会社、株式会社ベネッセコーポレーション、
株式会社キャンサースキャン、株式会社健康都市デザイン研究所、アスリートネットワーク、
独立行政法人国際協力機構

（①

１０．共同教育課程を構想している場合の共同実施機関名

８． 主要細目

（②

９． 専攻等名

文学研究科文化形態論専攻、同文化表現論専攻、人間科学研究科全専攻、
法学研究科法学・政治学専攻、経済学研究科全専攻、理学研究科全専攻、
医学系研究科医学専攻、同保健学専攻、歯学研究科全専攻、
薬学研究科分子薬科学専攻、同応用医療薬科学専攻、同生命情報環境科学専攻、
工学研究科全専攻、基礎工学研究科全専攻、言語文化研究科全専攻、
国際公共政策研究科全専攻、情報科学研究科全専攻、生命機能研究科生命機能専攻

（主たる専攻等がある場
合は下線を引いてくださ
い。）

１２．連携先機関名（他の大学等と連携した取組の場合の機関名、研究科専攻等名）

１１．

（機関名：大阪大学　申請類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）



[採択時公表]

[ % ]

ｲｶﾞｷ ﾀｶｺ井垣 貴子

ﾌｸﾖｼ　ｼﾞｭﾝ福吉　潤

プログラムの開発支援と点検
都市政策・環境デザイ

ン・医療福祉計画

プログラムの開発支援と点検
ｿｰｼｬﾙﾏｰｹﾃｨﾝｸﾞ・ｱ

ﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ
MBA

株式会社キャンサースキャン　代表取締役

株式会社健康都市デザイン研究所 代表取締役

プログラムの開発支援と点検教育事業
株式会社ベネッセコーポレーション　大阪支
社・支社長

ﾀｶﾊｼ　ﾋﾛｱｷ高橋　広明

プログラムの開発支援と点検
共同研究開発・技

術経営企画
ダイキン工業株式会社テクノロジー・イノベー
ションセンター推進室・技術企画担当課長

ﾉｻﾞｷ　ｼﾝｺﾞ野崎　新吾

ｲﾄｳ　ﾋﾛﾕｷ伊藤　宏幸

ﾄｳﾉｵｶ　ﾔｽｵ塔之岡　康雄

プログラムの開発支援と点検
グローバル人材育

成

プログラムの開発支援と点検
採用・人事政策企

画
パナソニック株式会社　人事グループ・人材開
発チーム・チームリーダー

パナソニック株式会社　人材開発カンパニー・
グローバル経営研修センター・所長

プログラムの企画と運営
計測工学
工学博士

基礎工学研究科・ｼｽﾃﾑ創成専攻・教授

ｵｵﾀｹ　ﾌﾐｵ大竹　文雄

プログラムの企画と改善
産学連携・知的財産

博士（工学）

産学連携本部・総合企画推進部・知的財産部・
教授

ｻﾄｳ　ｺｳｽｹ佐藤　宏介

ﾏｻｷ　ﾄｼﾋﾛ正城　敏博

ﾋﾗﾀ　ｵﾘｻﾞ平田　オリザ

プログラムの企画と改善
労働経済学・行動経済

学
博士（経済）

プログラムの企画と改善演劇コミュニケーションデザイン・センター・教授

社会経済研究所・教授

プログラムの企画と運営
設計工学
工学博士

工学研究科・機械工学専攻・教授

プログラムの企画と運営
科学哲学・科学技術社

会論
理学修士

コミュニケーションデザイン・センター・教授

人間科学研究科・人間科学専攻・教授（平成23
年8月25日まで副学長（教育担当））

ﾌｼﾞﾀ　ｷｸｵ藤田　喜久雄

ｺﾊﾞﾔｼ　ﾀﾀﾞｼ小林　傳司

コイズミ　ジュンジ小泉　潤二 プログラムの企画と運営
文化人類学

Ph.D（人類学）

プログラムの統括
生涯教育学・人権教育

学
Ed.D（教育学）

（プログラム責任者）

役割分担
(平成２４年度における役割)

ﾋﾗｻﾜ　ﾔｽﾏｻ平沢　安政 人間科学研究科・人間科学専攻・教授

（プログラムコーディネーター）

プログラムの責任者
物理学

理学博士

副学長（教育担当）（平成23年8月26日就任予
定）、現在、理学研究科・研究科長、物理学専
攻・教授

ﾋｶﾞｼｼﾞﾏ　ｷﾖｼ東島　清

氏名

１５．

現在の専門
学位所属(研究科・専攻等)・職名年齢ﾌﾘｶﾞﾅ

88.2※他の大学等と連携した取組（共同申請を含む）の場合：申請（基幹）大学に所属するプログラム担当者の割合

68計プログラム担当者 名

河森　正人 ｶﾜﾓﾘ　ﾏｻﾄ 人間科学研究科・グローバル人間学専攻・教授

中山　竜一 ﾅｶﾔﾏ　ﾘｭｳｲﾁ 法学研究科・法学・政治学専攻・教授

廣田　誠

学生の履修支援と育成

経済学研究科・経済学専攻・教授

学生の履修支援と育成

法理学
法学修士 学生の履修支援と育成

筒井 義郎 ﾂﾂｲ　ﾖｼﾛｳ

東アジアの高齢者福祉
に関する比較研究
博士（創造都市）

（機関名 大阪大学 申請類型 オ ルラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称 超域イノベ ション博士課程プログラム）

学生の履修支援と育成
原子核物理学

理学博士
理学研究科・物理学専攻・教授ｼﾓﾀﾞ　ﾀﾀﾞｼ下田　正

ｵｵｼｶ　ｹﾝｲﾁ大鹿　健一

行動経済学・金融
経済学博士

位相幾何学
理学博士

理学研究科･数学専攻・教授

ｻﾝﾄﾞｳ　ﾋﾛｱｷ三道　弘明

プログラムの開発と改善

学生の履修支援と育成

学生の履修支援と育成経済学研究科・政策専攻・教授

学生の履修支援と育成

オペレーションズ・リ
サーチ，マネジメン

ト・サイエンス
学術博士、博士(工学)

経済学研究科・経営学系専攻・教授

プログラムの開発と改善

近代日本経済史
博士（経済学）

檜垣　立哉

学生の履修支援と育成
美学・芸術学

学術博士
文学研究科・文化表現論専攻・教授ﾌｼﾞﾀ　ﾊﾙﾋｺ藤田　治彦

ﾋﾛﾀ　ﾏｺﾄ

学生の履修支援と育成
哲学・現代思想

文学修士

ﾋﾗｲ　ｹｲ

学生の履修支援と育成
人文地理学

博士（文学）
文学研究科・文化形態論専攻・教授ﾂﾂﾐ　ｹﾝｼﾞ

人間科学研究科・人間科学専攻・教授

プログラムの開発と運営
行動医学

博士（人間科学）

プログラムの開発と改善
応用心理学

修士（人間科学）

堤　研二

ﾋｶﾞｷ　ﾀﾂﾔ

ﾀﾁｶｹ　ﾄｼﾕｷ太刀掛　俊之

平井　啓 大型教育研究プロジェクト支援室・講師

教育・情報室・准教授

ｳｴﾀﾞ　ｱｷｺ上田　晶子

ﾏﾂﾕｷ　ﾃﾙﾏｻ松行　輝昌

ｾﾄﾔﾏ　ｺｳｲﾁ瀬戸山　晃一
法学・生命倫理
博士（法学）

国際教育交流センター・准教授

学祭融合教育研究センター・准教授
ｱﾝﾄﾚﾌﾟﾚﾅｰｼｯﾌﾟ

M.A.

ﾐﾔﾊﾗ　ｷﾞｮｳ宮原　暁

プログラムの開発と改善
開発学

博士（開発学）

プログラムの開発と改善
社会人類学

博士(社会人類学)
グローバルコラボレーション・センター・准教
授

グローバルコラボレーション・センター・特任
准教授

プログラムの開発支援と点検国際交流事業
独立行政法人国際協力機構　大阪国際セン
ター・所長

ｲｶ ｷ　ﾀｶｺ井垣　貴子

プログラムの開発支援と点検
テコンドー指導
学士(人間科学)

アスリートネットワーク　理事

ｻｶｲ　ﾄｼﾌﾐ酒井　利文

ｵｶﾓﾄ　ﾖﾘｺ岡本　依子

プログラムの開発支援と点検ン・医療福祉計画
修士（都市政策学）

株式会社健康都市デザイン研究所 代表取締役

（機関名：大阪大学 申請類型：オールラウンド型 ﾌ ﾛｸ ﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）



[採択時公表]

加工物理学
工学博士 学生の履修支援と育成平田　好則 ﾋﾗﾀ　ﾖｼﾉﾘ 工学研究科・マテリアル生産科学専攻・教授

機械工学・変形体の力
学

博士（工学）
学生の履修支援と育成

金子　真 ｶﾈｺ　ﾏｺﾄ 工学研究科・機械工学専攻・教授
ハイパーヒューマン工

学
工学博士

学生の履修支援と育成

中谷　彰宏 ﾅｶﾀﾆ　ｱｷﾋﾛ 工学研究科・知能・機能創成工学専攻・教授

有機金属化学
博士（工学） 学生の履修支援と育成

高原　淳一 ﾀｶﾊﾗ　ｼﾞｭﾝｲﾁ 工学研究科・精密科学・応用物理学専攻・教授
ナノフォトニクス

博士（工学） 学生の履修支援と育成

生越　専介 ｵｺﾞｼ　ｾﾝｽｹ 工学研究科・応用化学専攻・教授

応用環境生物学
博士(薬学) 学生の履修支援と育成

菊地　和也 ｷｸﾁ　ｶｽﾞﾔ 工学研究科・生命先端工学専攻・教授
ケミカルバイオロジー

博士（薬学） 学生の履修支援と育成

平田　收正 ﾋﾗﾀ　ｶｽﾞﾏｻ 薬学研究科・生命情報環境科学専攻・教授

薬品分析化学、生物物
理化学

博士(薬学)
学生の履修支援と育成

橋本　均 ﾊｼﾓﾄ　ﾋﾄｼ 薬学研究科・応用医療薬科学専攻・教授
分子神経薬理学
博士（薬学） 学生の履修支援と育成

宇野　公之 ｳﾉ　ﾀﾀﾞﾕｷ 薬学研究科・分子薬科学専攻・教授

歯科材料学、生体材料
学

博士（歯学）
学生の履修支援と育成

天野　敦雄 ｱﾏﾉ　ｱﾂｵ 歯学研究科・分子病態口腔科学専攻・教授
予防歯科学
歯学博士 学生の履修支援と育成

今里　聡 ｲﾏｻﾞﾄ　ｻﾄｼ 歯学研究科・統合機能口腔科学専攻・教授

発生再生医学
理学博士 学生の履修支援と育成

三善　英知 ﾐﾖｼ　ｴｲｼﾞ 医学系研究科・保健学専攻・教授
生化学、消化器内科学

博士（医学） 学生の履修支援と育成

宮崎　純一 ﾐﾔｻﾞｷ　ｼﾞｭﾝｲﾁ 医学系研究科・医学専攻・教授

生体高分子構造
博士（理学） 学生の履修支援と育成

土山　明 ﾂﾁﾔﾏ　ｱｷﾗ 理学研究科・宇宙地球科学専攻・教授
鉱物学

理学博士 学生の履修支援と育成

今田　勝巳 ｲﾏﾀﾞ　ｶﾂﾐ 理学研究科・高分子科学専攻・教授

学生の履修支援と育成

柿本　辰男 ｶｷﾓﾄ　ﾀﾂｵ 理学研究科・生物科学専攻・教授
生物学

博士（理学） 学生の履修支援と育成

小川　琢治 ｵｶﾞﾜ　ﾀｸｼﾞ 理学研究科・化学専攻・教授
有機化学、ナノ化

学
理学博士

氏名 ﾌﾘｶﾞﾅ 年齢 所属(研究科・専攻等)・職名
現在の専門

学位
役割分担

(平成２４年度における役割)

情報科学研究科・マルチメディア工学専攻・教
授

濱田　博司 ﾊﾏﾀﾞ　ﾋﾛｼ 生命機能研究科・生命機能専攻・教授
発生生物学
医学博士 学生の履修支援と育成

学生の履修支援と育成

松田　秀雄 ﾏﾂﾀﾞ　ﾋﾃﾞｵ 情報科学研究科・バイオ情報工学専攻・教授
バイオインフォマティ

クス
学術博士

学生の履修支援と育成

細田　耕 ﾎｿﾀﾞ　ｺｳ 学生の履修支援と育成

東野　輝夫 ﾋｶﾞｼﾉ　ﾃﾙｵ
情報科学研究科・情報ネットワーク学専攻・教
授

ハイパフォーマンスコ
ンピューティング

工学博士

情報科学研究科・コンピュータサイエンス専
攻・教授

情報工学
工学博士

ロボティクス
博士（工学）

学生の履修支援と育成

今井　正治 ｲﾏｲ　ﾏｻﾊﾙ 情報科学研究科・情報システム工学専攻・教授
情報システム学

工学博士 学生の履修支援と育成

萩原　兼一 ﾊｷﾞﾊﾗ　ｹﾝｲﾁ

組合せ論
理学博士 学生の履修支援と育成

森田　浩 ﾓﾘﾀ　ﾋﾛｼ 情報科学研究科・情報数理学専攻・教授

オペレーションズ・リ
サーチ

博士(工学)
学生の履修支援と育成

日比　孝之 ﾋﾋﾞ　ﾀｶﾕｷ 情報科学研究科・情報基礎数学専攻・教授

国際私法、国際取引
法、国際経済法、紛争
解決法、ﾘｰﾀﾞｰｼｯﾌﾟ

法学修士

学生の履修支援と育成

赤井　伸郎 ｱｶｲ　ﾉﾌﾞｵ 国際公共政策研究科・比較公共政策専攻・教授
公共経済学、財政学

博士（経済学） 学生の履修支援と育成

野村　美明 ﾉﾑﾗ　ﾖｼｱｷ 国際公共政策研究科・国際公共政策専攻・教授

言語学
文学修士 学生の履修支援と育成

杉田　米行 ｽｷﾞﾀ　ﾖﾈﾕｷ 言語文化研究科・言語社会専攻・准教授

日米関係、日本医療保
険制度史、アメリカ外

交
Ph.D.(U.S.History)

学生の履修支援と育成

上田　功 ｳｴﾀﾞ　ｲｻｵ 言語文化研究科・言語文化専攻・教授

建築・都市計画、空間
情報学

博士（工学）
学生の履修支援と育成

田谷　正仁 ﾀﾔ　ﾏｻﾋﾄ 基礎工学研究科・物質創成専攻・教授
生物化学工学

農学博士 学生の履修支援と育成

加賀　有津子 ｶｶﾞ　ｱﾂｺ
工学研究科・ビジネスエンジニアリング専攻・
教授

原子力工学、環境エネ
ルギー材料工学
博士（工学）

学生の履修支援と育成

常田　賢一 ﾄｷﾀﾞ　ｹﾝｲﾁ 工学研究科・地球総合工学専攻・教授
地盤耐震工学
博士（工学） 学生の履修支援と育成

黒崎　健 ｸﾛｻｷ　ｹﾝ
工学研究科・環境・エネルギー工学専攻・准教
授

尾崎　雅則 ｵｻﾞｷ　ﾏｻﾉﾘ 工学研究科・電気電子情報工学専攻・教授
電子工学
工学博士 学生の履修支援と育成

生物物理学、細胞工
学、バイオエネルギー

工学
理学博士

学生の履修支援と育成三宅　淳 ﾐﾔｹ　ｼﾞｭﾝ 基礎工学研究科・機能創成専攻・教授

（機関名：大阪大学　申請類型：オールラウンド型　ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）



（機関名：大阪大学 申請類型：オールラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム） 

 [採択時公表] 

リーダーを養成するプログラムの概要、特色、優位性
（広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダー養成の観点から、本プログラムの概要、特色、優位性を記入して
ください。） 

【概要】 

「専門分野の枠を超え、俯瞰力と独創力を備え、広く政財官学にわたりグローバルに活躍するリー

ダーの育成」が大学院教育に求められている。そこで、本学位プログラムでは、さまざまな専門領域、

国境、既成観念、相場観といった「境域」を超えて社会システムの変革を導くイノベーション、すな

わち、「超域イノベーション」を牽引するための高度な専門性に支えられた知的体力と勇気を持つグロ

ーバルリーダーとなる博士人材の養成を目指す。 

【特色】 

 この「超域イノベーション博士課程プログラム」では、超えるべき境域、すなわち解決すべき課題

として、1）専門領域を超える、2) 文字情報偏重を超える、3) 国境を超える、4) 旧来の思考パター

ンを超える、5) 科学技術決定論を超える、6) 私的利益を超える価値観・倫理観、7) 独善的エリート

主義を超える、8) 組織を超える、の８つを位置付ける。本学位プログラムでは、これらの課題を解決

する博士人材として、

1. 世界的な視点で、未知の問題や複合的な諸問題を横断的にとらえ、新たな課題を設定できる力

2. その課題を多面的に考察したうえで“解決のためのモデル”（社会のビジョン、ビジネスモデ

ル、基盤となる科学技術の統合等）を描き出すことができる力

3. 自己の専門性や経験に加え、多様なネットワークやリソースを動員して、課題解決に向けたプ

ロセスを適切に駆動できる力

4. 自らの職務と立場に応じた責任のもとに、適切なタイミングで決断できる力

5. これら課題設定・課題解決のための力を支える専門の学問領域における卓越した研究能力

を兼ね備えた人材養成を行う。 

 そのために本学位プログラムでは、すべての研究科の博士課程学生が応募することができることを

基本とし、学生の所属する研究科での専門教育に加えて、専門分野の異なる学生との協働学習により、

さまざまな境界(boundary)を超えるための超域ラーニングを展開する。そこでは、リーダーがもつべ

き力量と基礎的能力を先人の経験やインターンシップ、文理越境型の研究室ローテーションなどから

学ぶとともに、それらを支える知識として倫理、歴史、社会の仕組み、多文化等を理解し、専門分野

の教育を通じて身につけた研究スキルやマネジメントスキルを汎用性のある技能に磨き上げる。グロ

ーバルに活動するために必須の言語教育についても、実践的英語運用能力の育成を図るとともに、大

阪大学独自の 24 言語教育リソースのもとで、英語以外の言語も履修させる。 

本プログラムは、前期 2 年、後期 3 年の博士課程において実施するものであるが、5 年一貫プログ

ラムとして、前期課程修了時における修士論文の提出を必須としない。2 年次終了までに、それまで

の超域ラーニングによるコースワークの達成度と研究進捗状況に基づく Preliminary Qualifying

Examination により、後期課程への進学の可否を判定する。そして、3年次の Qualifying Examination

において、超域イノベーションを牽引する博士候補生となり得るかを総合的に判定し、その後の発展

的な学修と研究活動により、政財官学界においてグローバルリーダーとなり得る博士人材を輩出する。

【優位性】 

本学位プログラムの第一の優位性は、単なる文理統合プログラムからは生まれ得ない、「超域イノベ

ーション」を起こす力量と基礎的能力を身に付けた博士人材を養成するという高い目標にある。大阪

大学は、そのための高度な教育内容を開発し、実施するために必要な、多様な経歴と高い見識をもつ

教員を多数擁している。また、コミュニケーションデザイン教育や学際融合教育、海外派遣教育など

のためのシステムを全学的に開発してきた経験をもち、国内外の多様なセクターとの相互理解と協力

関係を築いている。つまり、本プログラムは、その高い目標を達成する体制、すなわち実現可能性に

おいても優位性をもつ。 



[採択時公表] 

学位プログラムの概念図 
（優秀な学生を俯瞰力と独創力を備え広く産学官にわたりグローバルに活躍するリーダーとして養成する観点から、コ
ースワークや研究室ローテーションなどから研究指導、学位授与に至るプロセスや、産学官等の連携による実践性、
国際性ある研究訓練やキャリアパス支援、国内外の優秀な学生を獲得し切磋琢磨させる仕組み、質保証システムなど
について、学位プログラムの全体像と特徴が分かるようにイメージ図を書いてください。なお、共同実施機関及び連
携先機関があるものについては、それらも含めて記入してください。） 

優れた学生の獲得方策

【リーダーとなる博士人材に求められる力量】

1. 世界的かつ横断的な視点で新たな課題を設定できる力
2. “解決のためのモデル” を描き出すことができる力
3. 課題解決に向けたプロセスを適切に駆動できる力
4. 職務と立場にて適切なタイミングで決断できる力

5. 一連の力を支える専門領域における卓越した研究能力

【リーダーに求められる基礎的能力】

① 自らの専門分野の社会的・公共的意義を語れる
② 自らの専門の内容を専門外の人に、相手に

合わせてわかりやすく説明できる
③ 自らの専門の限界を語ることができ、専門

を超えて考えることの必要性を理解できる

④ 他の人の論理や専門がよって立つ土台や文脈を
把握できる

⑤ 他の専門に対して積極的な関心をもち、適切な問
いを投げかけることができる

⑥ 様々な専門を交差させ、課題解決を志向する建
設的な対話を行うことができる
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QE:Qualifying Examination

コースワーク

より高い山に登り
たいという意識

未知で複雑で困難な
課題の設定と解決

山に登り切る
という体験

全学共通の教育基盤

• コミュニケーションデザ
イン・センター

• グローバルコラボレー
ション・センター

• 学際融合教育研究セ
ンター

• 世界言語研究センター
• 国際教育交流センター
• 産学連携本部

超域イノベーション
博士課程プログラム
運営委員会

• 全学からのプログラ
ム担当者

• 企業・民間団体・独
立行政法人からのプ
ログラム担当者

５
年
次

４
年
次

３
年
次

２
年
次

１
年
次 全学出動体制

• 全研究科からから選
りすぐられた教員

実施体制

政財官学におけるグローバルリーダー

大阪大学「超域イノベーション博士課程プログラム」

先端コア科目群
(必修)

基盤コア科目群
(必修)

選択科目群

博士学位に
向けた

研究活動
・博士論文執筆

Pre-QE Pre-QE

専
門
的
能
力

＋

汎
用
的
能
力

所属研究科での
専門科目群

リサーチプロポーザル
作成

学修研究環境

• 専用アクティブラーニン
グスペース(2,000m2)

評価改善体制

• 産学連携ボード(官
庁，企業，NPO等幹
部など)

• グローバルボード(協
定校等の有力者)

• 本学学部1年生・2年生向け説明会・見学会
• 本学学部3年生・4年制に対する高度教養教育と

しての導入教育(ジュニアプログラム)

• 他大学学生向け広報活動，夏期の見学や体験入学
• 他大学からの大学院合格者への特別説明会
• 海外拠点や協定校を通じた留学生の勧誘活動
• 社会人編入コースの設定と特別選抜

知識－教養

1) 倫理

2) 歴史理解

3) 社会の仕組み

4) 多文化理解

技能ー汎用力

1) リサーチスキル

2) リーダーシップ

3) ビジネススキル

4) コミュニケーション

スキル

5) ライフスキル

高
い
専
門
性

社会人向け
編入試験

実社会やアカデミアで
登るべき山を見つける

ことができる

超域イノベーション

専門領域を超える

文字情報偏重を超える

国境を超える

旧来の思考パターンを超える

科学技術決定論を超える

私的利益を超える

独善的エリート主義を超える

組織を超える
学位論文

大阪大学における大学院教育の改革と実績

• 15件の21世紀COEプログラム
• 12件のグローバルCOEプログラム
• 25件の大学院GP（「魅力ある大学院教育」イニシアティブ

13件、組織的な大学院教育改革推進プログラム12件）

・ 「アジア人財資金構想」
高度専門留学生育成事業

• FrontierLab@OsakaU
• OUSSEP

• 高度教養教育「知のジムナスティックス」(221科目)
• 高度副プログラム (35プログラム)
• 副専攻プログラム (3コース)
• インダストリー・オン・キャンパス (共同研究講座など)

 

 

（機関名：大阪大学 申請類型：オールラウンド型 ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ名称：超域イノベーション博士課程プログラム）



 

 

機  関  名 大阪大学 

プログラム名称 超域イノベーション博士課程プログラム 

［採択理由］ 

この構想・計画は、5 年一貫教育の課程の中で、全研究科において、専門性を充分身

に付け、質の高い博士論文を仕上げることを前提とした上で、専門領域、文字情報の枠、

国境、旧来の思考パターン、従来の価値観・倫理観、組織などを「超える」という概念

を柱とした副専攻において、自らの専門を他との関係で相対化できる力を備えていくこ

とを目標に、専門分野の異なる学生の協働学習による文理統合的学習を重視する点に特

徴があり、多様なリーダーを養成できるものと期待される。  
産学官を取り込み、プログラムの企画・改善に資する「教育プログラムのオープンイ

ノベーション」は、今後重要となるコンセプトであり、国内外の有識者からなる学外ア

ドバイザリーボードを擁し、幅広い視野を養い得るようプログラムが設計されている点

や、キャリアパスの確立に向けた企業や国際機関等とのネットワーク構築に配慮してい

る点も評価できる。  
さらに、学部教育においてリーダーシップ養成プログラムを実施する点も、本プログ

ラムが大学院の教育にとどまらず全学の教育改善につながるものと期待される。  
グローバルに活躍するリーダーの養成については、マニュアルが存在しないため、本

プログラムを通じてその具体化が行われることが期待される。  




